
予算要求資料
平成３０年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費
	事業名　博物館環境整備事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　環境生活部県民生活局　博物館　総務部管理調整　電話番号：0575-28-3111（内250）

　　　　　　　E-mail：c21804@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　        　　　18,307千円（前年度予算額：40,300千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産
収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	40,300
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	36,200
	4,100

	要求額
	18,307
	4,670
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	13,637

	決定額
	17,886
	 4,669
	0
	0
	0
	0
	0
	11,400
	1,817


２　要求内容
（1） 要求の趣旨（現状と課題）
　○Ｗｉ－Ｆｉ環境の整備
　　　現在総務省が実施している「公衆無線ＬＡＮ環境整備支援事業」において、被災場所として災害対応の強化が望まれる公的な拠点として博物館が想定されている。災害が発生した際には、携帯電話の通信網が輻輳し電話通信が不通となることが予想されることから、岐阜県博物館においても来館者が外部との連絡をとることが出来なくなる恐れがある。当館は年間約５万人の来館者があるが、博物館内にＷｉ－Ｆｉ環境を整備することで、災害発生時であっても、来館者が情報伝達手段を確保することが可能となり、多数の来館者の安全・安心に有益である。また、平常時には、整備されたWi-Fi環境を活用し、来館者自身が持つデバイスを利用した展示資料の情報検索や関連情報の閲覧等を可能とすることで、博物館での学びの創出や深化に寄与することができる。
　○ＬＥＤ照明の設置
ＬＥＤ照明は、従来の蛍光灯照明と比べ省エネ性能が高いため二酸化炭素排出量削減の一助となり、また、消費寿命が長いため、普及が加速している。これにより、企業の製造する照明器具はＬＥＤ器具への生産切り替えが進み、蛍光灯器具の製造中止が打ち出されつつある。そのため、博物館に設置された従来の照明器具からＬＥＤ照明器具への更新を計画的に行うことにより、永続的な機器の活用と省電力によるコスト削減を図る。さらに、ＬＥＤ照明は、従来の照明に比べて紫外線の放出量が少ないため、照射光による被照射物への熱の影響が少なく、また、虫が寄り付きにくいという特性がある。このため、ＬＥＤ照明化することにより、展示室や収蔵庫における展示品の保護の面において、より好ましい環境を確保することができる

（２）事業内容

館内各所にアクセスポイントを設置し、Wi-Fi環境を構築する。
平成３０年度においては本館特別展示室内の照明をＬＥＤ化する。

（３）県負担・補助率の考え方

　Ｗｉ－Ｆｉ環境設備設置分（9,882千円）　県1/2、国1/2

　　ただし、事務室については県1/1

　ＬＥＤ照明設置分　　　　（8,424千円）　県1/1

（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳

	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	工事請負費

	18,307
	館内各箇所でのアクセスポイントの設置、配線等　　　9,883
ＬＥＤ照明設備設置工事　　　　　　　　　　　　　　8,424

	合計
	18,307
	


	　決定額の考え方　

要求内容を精査し、所要額を計上します。



４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　  ・長期構想

　Ｖ－５ふるさとへの誇りと愛情を育てる

ふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり

　　　　　・「ふるさと教育」を充実させ、ふるさとのよさを教え、伝える

　　　　　・ふるさとの文化・伝統・景観を守る

事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　館内にWi-Fi環境を構築することで、災害発生時に来館者の安全・安心が確保出来る施設環境づくりを目指します。
　館内照明のＬＥＤ化により、二酸化炭素排出量及び光熱費の削減を目指します。また、展示品の保護環境の改善を図ります。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業
開始前
	指標の推移
	現在値

(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	博物館入館者数
	45,984（H24）
	79,906
（H26）
	143,293
（H27）
	117,908
（H28）
	100,000
（H30）
	117.90％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）




（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)

　○

	来館者の安全・安心の確保、また、Wi-Fi環境を活用した展示資料に関する情報提供が可能となるため、必要性が高い。

光熱水費削減が期待できるため、必要性が高い。



	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　自然災害が増加する傾向にあることから、一層の来館者の安全・安心の確保が重要となる。

ＬＥＤ照明の急速な普及に対応し、館内の照明を順次ＬＥＤ化していく。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　来館者の安全・安心の確保を目的とした設備環境の整備に努める。
来館者の方に影響のある箇所から、優先的にＬＥＤ化を実施していく。


